
 

 

堺市監査委員公表第３２号 

 

監査の結果に基づき、措置を講じた旨の通知があったので、地方自治法（昭和２２年法律第６

７号）第１９９条第１４項の規定により、次のとおり公表する。 

 

令和５年８月４日 

 

 

堺市監査委員  信 貴 良 太    

                                    同     小 堀 清 次 

                                                 同       藤 坂 正 則 

                                   同       播 磨 政 明 
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監査結果に基づく措置通知書  

 

監 査 の 種 類 定期監査及び行政監査  

監 査 実 施 期 間  令和 4 年 11 月 1 日  ～  令和 5 年 3 月 29 日  

措置を講じた部局等  環境局  

指  摘  事  項  等  措置内容  所管部課  

４ (1) 

物品売払収入（不用物品売払収

入・物品売払収入）について  

缶びんや金属類等を契約に基づ

き売り払い、物品売払収入として収

入している。  

この事務について、以下のとおり

指摘すべき事項があったので、適切

な処理をする必要がある。  

  

   

ア  売払契約における契約書    

クリーンセンター資源売払業

務（令和 4 年度合計 14 業務）に

ついて、契約書の作成にあたり委

託契約書の雛型を用いたことに

より、令和元年度以降、売り手で

ある市が代金を支払う内容とな

っていた。  

なお、局総務担当課が契約締結

に係る決裁の合議を行っていた

が、この誤りに気付いていなかっ

た。  

御指摘を受け、令和 5 年 2

月 21 日付で全ての契約相手

方と文言修正の変更契約を行

いました。また、当課の売払

業務に使用する契約書の雛型

を新たに作成しました。  

今後は作成した雛型をベー

スに売払業務ごとに適合する

よう都度内容を精査した上で

契約書案を作成するよう職員

に指導しました。また、起案

時には、担当者及び決裁ライ

ンで十分に契約書内容を確認

し再発防止に努めます。  

 

局総務担当課に合議の際に

は、契約内容に誤りがないか

細心の注意を払いチェックを

環境事業部  

ク リ ー ン セ ン

ター管理課  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ ー ボ ン ニ ュ ー

トラル推進部  

環境政策課  
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行うほか、疑義が生じた際に

は、関係部署に照会を行うな

ど再発防止に取り組みます。  

   

イ  指名競争入札における指名基

準  

  

  リサイクルプラザ資源（茶色ガ

ラスびん）売り払い業務及びリサ

イクルプラザ資源（無色ガラスび

ん）売り払い業務の指名競争入札

において、業者指名の選定基準を

決裁する文書には記載されてい

ない基準によって指名業者（ 3 者）

を選定し、入札を執行していた。 

決裁文書に記載されていない

基準とは、カレットの取扱いが可

能な業者であるというものであ

るが、指名された 3 者のみが当該

基準を満たすと判断した明確な

根拠は示されなかった。  

   

御指摘を受け、令和 5 年 3

月 14 日に実施した入札にお

いては、決裁文書に選定基準

として必須であるカレットの

取扱いを加えたうえで、当該

基準を満たす業者を選定する

ため調達課の業者名簿に「そ

の他売り払い」で登録を行っ

ている全 109 者を対象に各事

業者ホームページや架電によ

りカレットの取扱いの有無に

ついて確認を行い、その結果

をもとに、 6 者を指名しまし

た。  

今後も、名簿登録されてい

る全業者にカレットの取扱い

の有無を確認し、その結果を

もとに指名業者の選定を行い

ます。  

また、業者選定に当たって

は、少しでも多くの業者が参

加できる仕組みを検討し、そ

の都度必要な情報収集を確実

に行い公平性、透明性の確保

に努めます。  

環境事業部  

ク リ ー ン セ ン

ター管理課  

   

ウ  売払業務の業者決定    

クリーンセンター資源（金属

類）売り払い業務においては、業

者の選定にあたり一般競争入札

を実施している。令和 4年度下期

に実施した当該入札に際し、全て

当該売払業務は、前回まで

は鉄のみの単価契約で行って

いたところ今回は鉄とアルミ

の 複 数 単 価 契 約 で あ っ た た

め、業者が入札書の記載を誤

環境事業部  

ク リ ー ン セ ン

ター管理課  
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の参加業者の札入れ金額が税抜

予定価格の 1,000分の 1以下とな

っていたが、そのまま入札を続行

し、 2度の再入札を経て不調とな

った。  

税抜予定価格と札入れ金額と

が大きく乖離しており、入札に錯

誤の可能性があったにもかかわ

らず、乖離の理由を確認すること

もなく、最高の価格をもって札入

れした業者と随意契約を行って

いた。入札に疑義が残る状態のも

とでは随意契約交渉を行うべき

ではなかった。  

った可能性がありました。  

御指摘を受け、応札者が錯

誤しないように金属類の売払

業務においては、鉄とアルミ

を別契約とすることとし、令

和 5 年度については、令和 5

年 4 月 1 日付で鉄のみの売払

契約を締結しました。また、

アルミは第 2 四半期以降に起

案する予定です。  

今後の入札において不調と

なった場合には、随意契約交

渉を行うことが適正であるか

を十分に検証します。  

売払業務の入札執行に当た

っては、事務手順や留意事項

を担当職員に周知徹底しまし

た。  

   

５ (2) 

役務費（手数料）について  

役務費（手数料）に係る事務につ

いて、以下のとおり指摘すべき事項

があったので、適切な処理をする必

要がある。  

  

   

ア  指名競争入札における指名基

準  

  

     令和 4年度混ガラスびん選別再

資源化業務の指名競争入札にお

いて、業者指名の選定基準を決裁

する文書には記載されていない

基準によって指名業者（ 2者）を

選定し、入札を執行していた。  

決裁文書に 記載され ていない

基準とは、公益財団法人日本容器

包装リサイクル協会の再生処理

事業者登録事業者リスト（ガラス

令和 5 年度の起案時には、

選定基準に公益財団法人日本

容器包装リサイクル協会の再

生処理事業者登録事業者リス

ト（ガラスびん）に掲載され

ていることを加えました。  

令和 6 年度以降に ついて

も、選定基準が適切に明記さ

れているか担当者を含め所属

長までの決裁ラインで確認を

環境事業部  

ク リ ー ン セ ン

ター管理課  
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びん）に掲載されていることとい

うものであり、当該基準により実

質的に業者の絞り込みを行って

いることから、決裁文書において

明確に記載すべきであった。  

確実に行います。  

   

５ (3) 

委託料について  

委託料に係る事務について、以下

のとおり意見を付す。  

  

   

［委託業務の継続性について（意

見）］  

  

環境美化業務は、業務の特殊性

や経験の必要性等から代替が困

難であるということを理由とし

て、昭和 44年から同一業者と随意

契約を締結している。  

特定の一者 のみが受 注してい

る状況が長期間続いていること

は、競争性やサービス提供の継続

性を阻害する可能性があること

も考慮し、担当エリアを分けて発

注するなども視野に入れた取組

を検討されたい。  

業 務 の 継 続 性 を 高 め る た

め、まずは、職員の現場立ち

合いや作業記録を通じ、ノウ

ハウの蓄積を図ります。  

さらに、総価契約と単価契

約とを複合させるなど契約手

法を検討し、費用対効果や業

務の継続性を高める取組を進

めます。  

環境事業部  

環境業務課  

    

５ (5) 

現金等の管理について  

現金等の管理に係る事務につい

て、以下のとおり指摘すべき事項が

あったので、適切な処理をする必要

がある。  

  

   

ア  公金外現金の管理    

堺市美化推進協議会の事務で

扱っている公金外現金について、

以下のものがあった。        

 

御指摘を受け、出納取扱者

を令和 4 年 12 月 16 日に変更

しました。また、市として補

助金等の支出事務を行う担当

環境事業部  

環境業務課  
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 (ｱ) 取扱いの規定では、公金外現

金取扱者は 3年以上同一の者と

しないとされているにもかか

わらず、令和元年度以降、同一

の者が出納取扱者となってい

た。  

 

(ｲ) 取扱いの規定では、収支整理

者及び出納取扱者は、当該団体

への負担金や補助金等の支出

手続等を担当する者と同一の

者としないとされているにも

かかわらず、収支整理者が同団

体への負担金の支出手続を行

っていた。  

者は、堺市美化推進協議会の

収支整理者としないことを担

当係に指導し、市の支出事務

を 行 う 担 当 者 を 変 更 し ま し

た。  

また、規定の内容を令和 5

年 3 月 1 日及び年度当初に、

公金外現金取扱管理者である

所属長をはじめ出納取扱者を

含む事務取扱職員で確認しま

した。  

今後は、規定に沿った適正

な事務処理を行います。  

 


